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博士論文の公開について 

TOKYO U NIVERSITY OF M ARINE SCIENCE  
A ND T ECHNOLOGY OPEN ACCESS  
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SCHOLARLY  PAPERS  

 
学位論文公表に関わる権利保全・権利侵害防止についての大学院生講習会 

2017年12月13日、2018年1月17日
 学術情報課 



２００８年３月公開 
 

２０１６年1月新プラット 
フォームへ移行 
 

図書館ホームページより 
お入りください。 
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現在のコンテンツは？ 
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学位論文 

博士論文 281件 修士論文 389件 

研究報告・航海調査報告 

初号よりインターネット公開 

学内研究会刊行物 

 

その他 大学資料など 



東京海洋大学学位規則 
（博士論文の要旨・全文等の公表について） 
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第18条 学長は，博士の学位を授与したときは，当該博士の学位 
を授与した日から３月以内に，当該博士の学位論文の内容の要旨 
及び論文審査の結果の要旨をインターネットの利用により公表す 
るものとする。 

第19条 博士の学位を授与された者は，当該博の学位を授与され 
た日から１年以内に，当該博士論文の全文を公表するものとする。 
（略） 

２ （略） やむを得ない事由がある場合には，研究科教授会の承 
認を受けて，当該博士論文の全文に代えてその内容を要約したも 
のを公表することができる。（略） 

３ （略）前２項の規定による公表は，本学の附属図書館の協力を 
得てインターネットの利用により行うものとする。 



学位論文 全文公表の例 

論文全文 
Ÿ1年以内に公表 

 

論文要旨 
審査結果要旨 
Ÿ3月以内に公表 

パーマリンク 
（固定リンク） 
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学位論文 要約公表の例 
～記述は慎重に～ 

論文要旨 
審査結果要旨 
Ÿ3月以内に公表 

 
論文要約 
Ÿ1年以内に公表 

「要旨」「審査結果の要旨」「要約」には「インターネット公表 
できない内容」を含めないよう慎重に記述 
特許申請は学位授与日から３月以内に出願するのがベスト 

要約は要旨 
より詳細なも 

のが必要 

パーマリンク 
（固定リンク） 
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インターネット公表にあたって 
～こんなところに注意！①～ 
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著作権法等の順守 

個人情報の保護 

共同研究者（企業なども）の了解 



インターネット公表にあたって 
～こんなところに注意！②～ 
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インターネット公表猶予期間の延長 

・猶予期間は1年 

・延長は，毎年手続きが必要 

・申請していても、1年後には製本論文は 

図書館内で閲覧できる 

・同様に、国会図書館でも全文閲覧できる 

β修士論文のインターネット公表は任意 



インターネット公表にあたって 
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～こんなところに注意！③～ 

投稿論文と同内容を博士論文に含める場合 

・出版社によって掲載できる条件が違う 

・必ず出版社のポリシーを確認する 

 
・Elsevierは「著者の権利」をまとめたページあり 

http://www.elsevier.com/jp/authors/author-rights-and-responsibilities 

・海外出版社・学協会の対応 

SHERPA/RoMEO http://www.sherpa.ac.uk/romeo/ 

・国内学協会の対応 

学協会著作権ポリシーデータベース http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/ 



提出ファイルについて 
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・推奨 PDF（PDF/A（ISO 19005）が望ましい） 

 
・外部情報源（外部フォント等）を参照していな 

いこと（フォントを埋め込んだファイルとすること） 
 

・暗号化、パスワードの設定、印刷制限等を行 

わないこと 

（文書を開くパスワードの設定及び印刷を制限する 

パスワードの設定は行わないこと） 



ダウンロード数・ランキング 

 閲覧・ダウンロー 
 ドランキング表示 

 著作権ポリシーの 
 確認サイト 
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OACISについての問合せ先 
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Â品川キャンパス 
学術情報第一係 内線：0443 

e-mail: jo-gaku1@o.kaiyodai.ac.jp 

Â越中島キャンパス 
学術情報第二係 内線：7361 

e-mail: jo-gaku2@o.kaiyodai.ac.jp 


